













ある。平成 24 年 6 月から洋野町沖における洋上風力発
電の検討が始まり、ＮＥＤＯから委託された業者が風況
調査を実施している。また、洋野町再生可能エネルギー















































































　図 2 には透明板ガラスの分光透過率を示す。0.3 ～ 2.7

























る。パッシソーラーハウスは、1960 年～ 1970 年代に外
国で考案され、南側に透明ガラス、空気層、600mm 厚
のコンクリート壁の二重層を設け、蓄熱された太陽熱を
自然対流の温風で暖房するオーディヨのソーラーハウス
が有名である。このように、パッシブソーラーハウスは
ガラスの特性を利用して太陽の熱エネルギーを部屋の中
に取り込み、動力を使わないで住宅を暖房する仕組みで
ある。
図１　日射の波長分布図 
（空気調和衛生工学 ,69,63(1995) による）
図 2　透明フロートガラスの分光透過率
（空気調和衛生工学 ,69,63(1995) による）
